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量子ホール効果： 

 量子ホール効果の実験 

 磁場中の２次元電子 

 整数量子ホール効果 



ABリングを透過する振幅がゼロの場合？ 
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ABリングのS行列モデル 
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S行列モデルで計算したAB振動 



AB振動と高調波 



Shubnikov-de Haas 振動 

B (T)

R
es

is
ti

vi
ty

 (
O

h
m

 /
sq

.)

2DEG 45mK

0 0.1 0.2

10

20

30

40

50

B(T)
0.1 0.2

-600

-400

-200

0

200

400

1/B (1/T)

R
e
si

si
ti

v
it

y
 (

O
h

m
/s

q
.)

2DEG 45mK

4 5 6 7 8 9 10
0

10

20

30

40

50



整数量子ホール効果 
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量子ホール効果の発見 

Klaus von Klitzing 
川路紳治 

安藤恒也 

家泰弘 

Phys. Rev. Lett. 45, 494 (1980) 



抵抗標準としての整数量子ホール効果 



サイクロトロン運動とゲージ 


